
透明物体内の歪を色と模様で測定できます。

ガラス、プラスチックなどの素材は製造工程にお

いて生じる歪（応力）が製品の品質に大きく影響を

及ぼします。

特に強い引っ張り応力が存在する場合などは製

品の破損につながり、安全対策上厳重な品質管

理を必要とします。

一方、強化ガラスの場合は製品全体に均一に圧

縮応力が分布していなければ安定した強度を発

揮することができません。

S V P シリーズは肉眼では見ることのできないこれ

らの歪の状態を容易に観察できる装置で、製品を

直に見ながら色と模様で歪の分布を観察し、歪の

強さを測定することができます。
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歪検査器

model :  SVP-100

o 試料を直視しながら色と模様で歪

を観察、測定が可能

o 光源の白色光源とナトリウム光源

が切り替え可能

o 歪の定量的測定には付属の歪標

準器を利用する事で定量が可能
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： 0 - 2 8 0 n m
： 3 n m
： 5 n m
： 白 色 光 、 単 色 光 ( ナ ト リ ウ ム )
： 大 2 0 0 * 2 0 0 m m
： A C 1 0 0 V 　 2 1 0 W
： 3 2 0 * 4 0 0 * 7 2 0 m m
： 1 8 k g
： 回転円盤型歪標準器2枚、並列膜型歪標準器1個
  1/4波長板2枚、予備ヒューズ、ビニールカバー、取扱説明書

測定方法

①直交ニコル法

②平行ニコル法

③鋭敏色板法

④回転円板歪標準器法

⑤並列膜型歪標準器法

⑥セナルモン法

⑦補償法

⑧円偏光法


